
（別記） 

 

令和５年度七尾市農業活性化協議会水田収益力強化ビジョン 

 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 

当該地域は、水田における耕作面積に占める主食用米面積の割合が８０％以上で、依

然として主食用米が本市農業の基幹作物となっている。 

また、水田転作の状況は、飼料用米など非主食用米及び、野菜を中心とする地域振興

作物での転作が定着してきている。 

一方、担い手の高齢化の進展から、農家戸数の減少等による不作付地の増加など、農

業生産のみならず、農業・農村が担う多面的機能の低下が懸念される状況にある。 

 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 

〇適地適作の推進 

 当該地域は、湿田が大部分を占めており、土質・圃場条件的に畑作物は適していな

いことから、飼料用米を中心とする非主食用米での転作を推進する。 

  また、野菜などについては現状品目を維持しながら、新たな品目にも取り組んでい

く。 

〇生産・流通コストの低減 

  新たに取り組む野菜については、加工用の需要に応じた出荷・流通形態によりコス

ト削減を目指す。 

 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

担い手・後継者不足のなかで基盤整備による農地の集積が進んでいることから、水田

としての機能を維持していきたい。 

 水田の利用状況の点検等については、営農計画書等により定期的に確認し、長期間水

稲が作付されていない水田を把握するとともに、ブロックローテーション体系が困難な

場合は畑地化支援等の情報を提供し、有効利用について検討する。また、耕作放棄地等

の有効活用が困難な水田については、水田台帳からの削除を含めて検討する。 

 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

 

（１）主食用米 

売れる米作りの徹底によって米の主産地としての地位を確保する。このため、減

農薬・有機栽培を進め、生産基準数量の範囲内で需要に対応した生産を最大限に行う。 

 



（２）備蓄米 

主食用米と同一品種で取り組むことができ、中・小規模の農業者でも対応が容易で

あることから、他の非主食用米取組と比較し有利である場合、作付けを推進する。 

 

（３）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

主食用米の需要減が見込まれる中、現有の機械装備が活用できることから、流

通体制の整備状況や需給動向を踏まえながら担い手を中心に作付を実施する。飼

料用米の生産拡大に当たっては、専用品種の導入促進や、収量向上に係る取組の

支援を行うが、今年度においては加工用米としての一括取組みが廃止されるため、

減少する可能性がある。 

 

  イ 米粉用米 

飼料用米同様、現在の機械設備が活用できることから、専用品種を中心に需要動

向を踏まえながら作付けを推進する。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

需要がある新市場開拓用米の生産拡大と安定的な構築体制を確立するため、複

数年契約を推進し、コメ新市場開拓等促進事業の対象に採択になった場合は優先

的に対応する。 

 

  エ WCS 用稲 

    取組予定なし 

 

  オ 加工用米 

主食用米と同一品種で取り組むことができ、中・小規模の農業者でも対応が容

易であることから、他の非主食用米取組と比較し有利である場合、作付けを推進

する。 

 

（４）麦、大豆 

水田転換畑での作付けが多いが、適切な排水対策が徹底されておらず、品質低下

や低単収が課題となっていることから、産地交付金を活用し適正な排水対策を推進す

ることで、品質・単収の向上を図りつつ作付面積の拡大を目指す。 

 

（５）そば、なたね 

地域特産物として実需者との契約に基づき計画的な生産を行う。また、作付けに

当たり、暗渠の設置などにより排水対策を徹底し、品質・単収の向上を図る。 

 

（６）高収益作物 

戦略的に水田を活用した園芸作物等の産地を育成するため、従来から地域特産物 

として産地化を図ってきた「能登野菜」（白ねぎ、中島菜、小菊南瓜、金糸瓜）及び、

「西洋南瓜」・「かぶ」について「産地戦略作物」と位置づけ、県、ＪＡなど関係団体

と連携して重点的に生産の拡大を図る。特に高収益作物については「白ねぎ」「西洋

南瓜」「かぶ」を産地戦略強化品目に定め、重点的に推進する。 

 

（７）地力増進作物 

   近年の主食用米の需要減少に伴い、麦・大豆・飼料用米の作付けが増加している



が、圃場の固定化により低単収の傾向にある。この要因としては、連作障害が考え

られるため、栽培体系に地力増進作物を導入し、水稲・畑作物の単収の増加を推進

する必要がある。  

具体的には、レンゲ、フェアリーベッチ、ソルゴー、クリムソンククローバーを作

付けする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


